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11 －１ 世界の地震活動（2016 年 11 月～ 2017 年 4 月）
 Seismic Activity in the World (November 2016 - April 2017)

気象庁
Japan Meteorological Agency

　今期間，世界でM6.0以上の地震は 58回発生し，M7.0以上の地震は 6回発生した（日本及び
その周辺は気象庁，そのほかの地域は米国地質調査所 [USGS]による）．このうち最大のものは，
2016年 12月 17日（日本時間）にパプアニューギニア，ニューアイルランドで発生したMw7.9の
地震及び 2017年 1月 22日（日本時間）にソロモン諸島で発生したMw7.9であった．
　2016年 11月～ 2017年 4月のM6.0以上の地震の震央分布を第 1図 (a)及び (b)に示す．
　主な地震活動は以下のとおりである．特段の断りがない限り，Mw及び発震機構（CMT解）は
気象庁，そのほかの震源要素は USGSによる．また，時刻は日本時間である．

（1）ニュージーランド，南島の地震（Mw7.8，第 2図 (a)～ (e)）
　2016年 11月 13日 20時 02分（日本時間）にニュージーランド，南島の深さ 22 kmでMw7.8の
地震が発生した．発震機構は，西北西－東南東方向に圧力軸を持つ型であった．この地震により死
者 2人，負傷者 58人などの被害が生じた．この地震の発生後，本震から北東約 150 kmにかけて
M4.0を超える余震が 100回以上発生するなど活発な地震活動がみられている．
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第 1図 (a)　世界の地震活動（2016年 11月～ 2017年 1月，M≧ 6.0，深さ≦ 700 km）
Fig.1(a)　Seismic activity in the World (November 2016 – January 2017, M≧ 6.0, depth≦ 700 km).

第 1図 (b)　つづき（2017年 2月～ 4月，M≧ 6.0，深さ≦ 700 km）
Fig.1(b)　Continued (February – April 2017, M≧ 6.0, depth≦ 700 km).
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第 2図 (a)　2016年 11月 13日 ニュージーランド，南島の地震（Mw7.8）
Fig.2(a)　The earthquake in the South Island, New Zealand (Mw7.8) on November 13, 2016.
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第 2図 (b)　発震機構解析
Fig.2(b)　Moment tensor solution.



－ 400－

第 2図 (c)　遠地実体波による震源過程解析
Fig.2(c)　Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave.
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第 2図 (d)　ニュージーランドの地震と地殻変動
Fig.2(d)　Seismic activity and crustal deformation after the main shock.
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第 2図 (e)　つづき
Fig.2(e)　Continued.
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